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可決した主な議案

2
同
時
白
か
ら

3
月
5
日
ま
で
の
時
日
間
の
日

のA
訴

J

I
』

1
」

mv
劃

定
う

図
か

骨

E
A第

4

平
成
刊
年
第

1
回
定
例
会
が
、

程
で
閃
か
れ
ま
し
た
。

v
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
竹
年
度
予
算
お
よ
び
条
例
の
制
定
な
ど
市
長
提
出
議

案
前
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

、さ
ら
に
、
議
員
提
出
議
案
叩
件
、
意
見
書

4
件
、
決
議
3
件
、
議
開
6
件
を
審

議
し
た
ほ
か
、
各
会
派
の
代
表
質
疑
が

6
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
円
年
度
予
祭
実
に
つ
い
て
は
、
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

総
額
六
千
一
一百
三
十
七
億
六
千
三
百
万
円
の
新
年
度
予
算
を
可
決

《
予

算

》

平
成
刊
年
度
一
般
・
将
別
会
計
予
算

平
成
H
年
度
予
鍔
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
、

保
健
・
医
療
・
信
祉
、
潟
焼
、
教
一穏
な
ど
の
ソ
フ
ト
面

の
飽
策
の
拡
充
や
介
護
保
険
制
度
の
随
行
に
向
け
た
体

制
整
備
を
継
進
す
る
と
と
も
に
、
道
路
‘
下
排
水
、
廃

棄
物
処
理
な
ど
の
生
活
関
連
絡
設
監
備
の
他
地
進
や
魅
力

あ
る
都
市
づ
く
リ
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
街
路
、

土
地
区
画
盤
理
な
ど
の
都
市
議
一
盤
整
備
や
都
市
機
能
の

充
実
に
努
め
る
ほ
か
、
地
岡
崎
経
済
の
活
性
化
と
中
小
企

業
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業
者
へ
の
金
融

支
団
法
策
や
商
后
街
活
性
化
策
の
推
進
に
努
め
る
な
ど
、
前

年
度
と
比
較
し
て
4
・
3
%泡
の
総
額
六
千
二
百
三
十

七
億
六
千
三
百
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
一
般

《条

例

》

千
葉
市
隠
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

戦
目
貝
の
定
数
を
減
少
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
す
。

干
葉
市
新
総
会
ビ
ジ
ョ
ン
畜
認
会
滋
箇
条
例
の
制
定

新
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
審
議
会
を
設
包
す
る
た
め
、
条
例

を
制
定
し
ま
す
。

千
葉
市
外
部
監
査
契
約
に
塁
づ
く
監
鷲
に
関
す
る
条
例

の
制
定

財
政
媛
助
団
体
な
ど
に
対
す
る
包
括
外
部
監
査
お
よ

び
個
別
外
部
監
韓
日
を
導
入
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し

ま
す
。

干
葉
市
老
人
福
枇
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例
の
一
部
改

正
新
た
に
花
見
川
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
を
花
見
川
区
三
角

会
計
予
算
は
、
前
年
度
と
比
殺
し
て
0
・
5
%潟
の
三

千
三
百
三
十
六
億
五
千
万
円
に
、
特
別
会
計

(企
業
会

計
を
含
む
閉
会
計
)
は
、

9
・
2
%砲
の
二
千
九
百
一

億
一
千
三
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

平
成
叩
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

国
庫
補
助
金
な
ど
の
決
定
に
伴
い
‘
介
一
務
保
険
制
度

の
随
行
に
向
け
た
福
祉
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
修
正

経
費
や
、
街
路
、
土
地
区
画
塗
理
な
ど
の
都
市
袋
鐙
怒

倫
鏡
、
絞
舎
買
収
事
業
資
な
ど
、
合
わ
せ
て
百
七
十
九

億
五
千
八
百
万
円
を
追
加
し
ま
す
。

平
成
叩
年
度
特
別
会
計
筒
正
予
鍔

下
水
道
一
明
業
会
計
な
ど
企
業
会
計
を
含
む
9
会
計
に
、

合
わ
せ
て
三
十
八
億
八
千
六
百
万
円
を
追
加
し
ま
す
。

町
に
設
鐙
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

千
葉
市
地
下
水
浄
化
事
情
出
抽
出
逃
益
金
条
例
の
制
定

地
下
水
の
水
質
浄
化
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
地
下
水
浄
化
事
業
推
進
墨
金
を
設
歯
す
る
た

め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

千
葉
市
体
育
館
設
設
鐙
管
沼
条
例
の
一
部
改
正

北
湾
問
開
工
湯
の
余
烈
を
利
用
し
た
、
こ
て
は
し
渇
水

プ
l
ル
を
花
見
川
区
三
角
町
に
設
泊
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

千
葉
市
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の
設
鐙
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

現
在
、
美
浜
区
翼
砂
に
あ
る
消
防
局
と
中
央
区
中
央

に
あ
る
中
央
消
防
署
と
の
複
合
施
設
と
し
て
、
中
央
区

長
洲
に
位
置
を
変
更
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正

し
ま
す
。
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調査から委員会審査

常
任
委
員
会

• 

3
月
1
自
に
悶
か
れ
、
市
長
銀
出
議
案

何
件
、
一
議
員
提
出
議
案
叩
件
、
議
阪
6
件

を
蜜
蜜
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
金
市
長
提
出
議
案
を
可

決
し
、
諸
問
刷
は
、
採
択
送
付
1
件
、
不
採

択
3
件
、
継
続
密
室
2
件
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
叩
件
(
使
用
料

等
の
消
相
関
税
率
を
5
%か
ら
3
%
へ
下
げ
る

回
目
の
条
例
改
正
案
)
は
、

9
件
が
否
決
と

な
り
、

1
件
.
か
議
決
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

千
葉
市
新
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
審
議
会
該
自

条
例
の
制
定
や
千
葉
市
外
部
髭
査
契
約
に

曇
づ
く
監
査
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
議

案
M
件
(
議
員
提
出
議
案
1
件
を
含
む
)
、

請
願
1
件
を
寄
宣
し
、
新
総
合
ビ
ジ
ョ
ン

審
議
会
に
関
し
、
遼
世
白
方
針
お
よ
び
設
包

期
間
な
ら
び
に
シ
ン
ク
タ
ン
ク
設
立
と
の
関

係
な
ど
に
つ
い
て
、
箆
筏
か
あ
り
ま
し
た
。

保
健
下
水
委
員
会

千
葉
市
怒
染
症
審
査
協
議
会
条
例
の
制

定
や
千
葉
市
老
人
宿
批
セ
ン
タ
ー
設
笛
管

理
条
例
の
一
部
改
正
な
と
議
案
市
件
(
孫

自
民
鑓
出
議
案
4
件
を
含
む
)
、
議
願
3
件
を

寝
室
し
、
花
完
川
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
と
そ

の
中
に
設
置
さ
れ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
に
関
し
、
利
用
条
件
お
よ
び
利
用
料
徴

収
の
有
無
な
と
に
つ
い
て
、
質
疑
.
か
あ
り

ま
し
た
。

V
6歳
未
満
児
ま
で
の
医
療
費
の
助
成
に

関

す

る

弱

隠

不

採

択

V
医
療
保
険
制
度
改
定
に
よ
っ
て
泡
加
す

る
老
人
医
療
の
自
己
負
抱
の
助
成
を
求
め

る

請

願

不

綴

択

国胤回
収
建
設
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
や
千
葉
市
地
下
水

浄
化
事
業
継
進
塁
金
条
例
の
制
定
な
ど
、
議

案
7
件
{
議
員
提
出
議
案
1
件
を
含
む
)

を
畜
澄
し
、
土
木
賞
に
お
け
る
滋
我
町
叩

号
線
事
業
お
よ
び
蘇
我
町
線
事
業
に
関
し
、

響
楽
の
緊
急
性
ム
お
よ
び
準
要
性
、
開
通
時

期
も
含
め
た
今
後
の
晃
過
し
な
ど
に
つ
い

て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

経
済
教
育
蚤
員
会

一
般
会
計
織
正
予
算
や
千
葉
市
体
育
施

設
設
芭
管
理
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
吋
誠
実

は
件

(議
員
提
出
議
案

4
件
を
含
む
)
を

密
資
し
、
こ
て
は
し
温
水
ブ
ー
ル
の
設
置

に
関
し
て
、
ブ
ー
ル
使
用
料
の
塁
準
を
時

間
制
に
し
た
理
由
や
開
館
時
間
の
設
定
仮

処
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
.
か
あ
り
ま
し
た
。

都
市
消
防
委
員
会

一
般
会
計
鋪
正
予
算
や
千
葉
市
消
防
本

部
及
び
消
防
答
の
設
置
苓
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
、
議
案
6
件
、
請
願
2

件
を
審
査
し
、
特
定
俊
民
鎚
貸
住
宅
事
業

費
に
関
し
て
、
空
き
{
墨
恕
?と
そ
の
原
因
お

よ
び
認
定
要
件
と
な
っ
て
い
る
住
宅
の
利
便

性
の
倹
討
状
況
な
と
に
つ
い
て
、
質
疑
.
か

あ
り
ま
し
た
。

V
干
葉
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

開祖
橋
ハ
ム
図
の
総

設
整
備
並
び
に
鉱
充
に
関
す
る
議
願

不
採
択

V
住
宅
地
に
お
け
る
葬
祭
滋
オ
ー
プ
ン
に
関

す

る

請

願

採

択

送

付

2
問
団
日
に
聞
か
れ
、
平
成
刊
年
度
国

家
予
鍔
に
関
す
る
要
望
の
経
過
報
告
お
よ
び

地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
第
5
次
勧
告
な

ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

少
子
・護
見
柱
ム
奇
策

1
月
初
日
に
閃
か
れ
、
介
認
保
険
制
度

の
概
要
と
、
一高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
体
制

箆
備
支
叩
級
事
業
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委

員

長

副

委

員

長

第
一
分
科
会
主
査

同

副

主

査

第
二
分
科
会
主
査

同

副

主

査

井
田
幸
一

大
信
時
進

茂
手
木
程
忠

中
本
貞
夫

佐

野

彰

雄
両
紙
房
江

平
成
刊
年
一度
一
般
会
計
お
よ
び
符
別
会

計
予
鍔
議
案
を
宮
出
資
す
る
た
め
、

2
月
白

自
に
、
全
読
員
で
附
成
す
る
予
算
密
造
特

別
委
員
会

{2
分
科
会
)
を
設
置
し、

引訂

6
日
間
に
わ
た
り
審
澄
し
ま
し
た
。
ま
た
、

予
算
語
家
に
関
す
る
総
括
質
問
が
、
7
人

の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
月

4
Bの
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は、

2
分
科
会
で
の
質
疑
や
怠
見
に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ、

各
会
計
の
け
年
度
予

刊
揮
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

)二む
指
摘
要
望
事
項

次
の
8
項
目
は
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
で
市
長
に
要
望
し
た
も

の
で
す
。

市
僚
に
つ
い
て
は
、
町
筋
商
が
増
加
傾
向

に
あ
る
た
め
、
事
業
の
精
進
や
効
率
的

な
活
用
を
図
る
こ
と
に
努
め
、
発
行
規

僚
を
柵
仰
制
し
、
健
全
財
政
を
縫
借
問
す
る

よ
う
箇
窓
す
る
こ
と
。

蜘
川
開
山
自
一
駐
車
対
策
に
つ
い
て
は
、
自
転

車
を
市
民
の
重
要
な
交
通
手
段
と
位
筒

づ
け
、
自
転
翠
鉱
察
団
捕
の
施
設
笠
倫
や
、

同
州
去
経
費
の
周
知
に
よ
る
利
用
蓄
の
モ
ラ

ル
向
上
な
ど
の
対
策
に
努
め
る
こ
と
。

介
護
保
険
制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
十
分
な

m
lム

へ
ル
パ
l
鍛
の
即
時
保
に
努
め
る
な
ど
、
そ

の
体
制
堅
備
に
巡
漏
な
き
ょ
う
期
す
る
こ

と
@

地
下
水
の
汚
染
対
策
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
の
不
安
が
一
日
も
皐
く
解
消
さ

れ
る
よ
う
、
水
質
浄
化
事
業
の
さ
ら
な

る
ほ
進
に
努
め
る
こ
と
。

市
内
経
済
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、
中

傍聴のご案内
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平成11年第1回路E者会lま5月20日 {木)に、

第2回定例会は6月108(ホ)に閉会する予定

です.

本会議l革、原則として公開していますので、

どなたでも傍E暑できますe

傍聴は、本会援の当日、議会保1階で受け付

けています.

演奏会のご案肉
........o.~......... 

6月10日 (木)午後1跨から、第2回定例会

の閉会に先立ち、本会緩1畠で、東京フィルハー

モ二-)l.@楽関による演奏会を20分程庭予定し

ています.

お隠さになリたい方，;t.当日設会練1階傍隠

受付までお~しください。傍聴席は92~です.

らでコーナー
小
企
業
者
に
対
す
る
支
援
や
商
后
街
へ

の
各
経
施
策
を
担
制
緩
的
に
行
い
、
そ
の

活
性
化
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
部
局

聞
の
連
係
す
必
袈
と
さ
れ
る
筋
策
に
つ
い

て
は
、
総
合
的
な
執
行
体
制
を
篠
立
し

て
取
り
組
む
こ
と
。

特
定
優
良
恒
国
由
同
住
宅
補
助
事
業
に
つ
い

て
は
、
制
度
の
周
知
や
P
Rの
充
実
に

努
め
、
空
き
室
の
解
消
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
補
助
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
事

業
内
容
と
す
る
こ
と
。

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
笠
俄
涜
区
域
に
お
け
る
未
水
洗
化
出

帯
の
早
期
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
汚

水
豆
本
計
画
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

市
街
化
調
整
区
域
内
の
市
民
ニ
ー
ズ
の

高
い
地
織
に
お
い
て
も
笠
備
が
図
ら
れ
る

計
画
と
な
る
よ
う
配
隠
す
る
こ
と
。

小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
少
子
化
に
よ

千葉市今施設 。。

市民ギャラリー・ いなげ(稲毛区)

表
紙
に惜山総
し
ま
し
た

写
町
内は
・
芭
る
3
同町明
日

に
開
通
し
た
千

一一阜市都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
1
号
線
の
予
刊以

前

駅
1
県
庁
前
駅
悶
と
新
殺

い

3
駅
の
は
柑
子
で
唱
。

一い

1
号
線
の
開
通
に
よ
り
.

何

回同庁
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、
よ
り
干
葉
初
心

引

の
交
通
体
系
M
M
笠
備

・
充
実
さ
れ
ま
し
た
。

議

す
で
に
市
民
の
足
と
し
て
列
用
を
ね
て
い
る
2

配

号
線

{予
域
台
駅
3
午
築
研
)
は
、
千
葉
み
な
と

川

開
制
ま
で
也
定
運
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
1
号
線

H
W

(午菜
み
な
と
駅
1
mm
庁
前
叩
削
}
の
開
通
に
あ
わ

出

せ
て
千
一
一泉
駅
止
ま
り
と
な
り
ま
す
。

総

今
後
は
・
mm-けか
ら
先
の
星
久
一
包
ル
l
卜
の
翌

開

削
闘
が
進
め
ら
れ
て
い
く
予
定
で
す
・

;
ら

こ

守
山、
h

場
/
U

『
ち
ぱ
市
議
会
だ
よ
リ
」
発
行
霊
員
会

誌

E

F

T

問
い
合
せ
先
議
会
事
務
局
調
室
認

'つ

d
三
、

:

岱

0
4
3
(2
4
5
}5
4
7
2

&
W
I
--
、

る
小
規
制
快
化
.
か
進
行
す
る
中
で
、
学
校
簡

の
報
告
這
が
拓
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将

来
の
児
護
生
徒
数
を
的
確
に
惜
推
計
す
る
な

ど
、
そ
の
適
正
面
還
に
努
め
る
こ
と
。

総
括
質
問

l
!主
な
質
問
項
目

行
政
改
革
に
つ
い
て

隙
{治
者

・
高
齢
者
の
問
自
ら
し
に
つ
い
て

陣
容
の
あ
る
市
民
と
そ
の
家
族
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て

環
涜
問
題
に
つ
い
て

建
築
行
政
に
つ
い
て

新
港
横
一
戸
町
線
に
つ
い
て

地
段
の
諮
問
怒
に
つ
い
て
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